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稲美町のホームページからも、この子育て情報新聞「もも」をご

覧いただけます。

また、月初めに支援センターのスタッフが子育てに関する思いを

綴った「育児日誌」も掲載していますので、あわせてご覧ください。

子育てルームで H ちゃんに、絵本『クリコさんと笑わないクマ』を読んでいたときのこと。

絵本に出てくるクマが、「どうして？」とクリコさんに質問すると、クリコさんはすかさず「そんな

ときこそ辞書！」と言って自分で調べさせようとします。その場面で H ちゃんがすかさず、「あのな～、

H のお母さんなぁ、『なんで？』って聞いたらなぁ、『何でもやから、何でもや！』って言うでぇ」と教

えてくれました。

きっといろんな場面で、お母さんに「なんで？」「なんで？」を連発している 3 歳の H ちゃんに、ほ

とほと困惑したお母さんが、これ以上付き合っていられないわという思いで発した言葉だったのだろう

と、思わず笑ってしまいました。

２～3 歳の頃は、何を言ってもイヤイヤを連発する自律期であるのと同時に、「なんで？なんで？」

と聞いてくる質問期でもあるのですね。

例えば、「家に帰ろう！」「なんで？」「ご飯食べるから」「なんでごはんたべるの？」「ご飯食べない

と、大きくなれないから」「なんでおおきくなれへんの？」・・と、どこまでも質問攻めしてくることが

しばしばあります。こんな時、知的好奇心を満たしてやるために、ここできちんと答えてやらねば・・

と頭ではわかっていても、ついイライラして「いい加減にしなさい！」と叱ってしまった経験をされた

人も少なくないと思います。

言葉尻を捕らえて、まるでしりとりのように次々質問してくるときは、答えの内容より答えてくれる

親とのコミュニケーションを楽しんでいることもあります。

子どもが理解できそうな言葉を選びながら、丁寧にしっかり説明してやると、案外それだけで納得し、

満足することもあります。

あるいは、「何でやろうな？お母さんもわからないわ～。お父さんに聞いてみようか」と第３者に振

ってみたり、「何でやと思う？」と聞き返したりすることで、子どもながらに考え出すこともあります。

学童期になると、「わからないことは、何でその場でちゃんと

聞かへんの！」と叱る未来を想像して、今から子どもの“なんで？”に

上手くつきあっていきたいですね。 春は、なんでこんなに眠いんやろ～

なぁ、なんで？なんで？



稲美町保健師 藤井菜穂

最近、子育ての中では「褒めることが大切」だとよく耳にしませんか？

みなさん、きっとご存知だと思いますが、褒められることで、子どもの自信、やる気が育まれま

す。また、「もっと褒められたい」と思うことで、自然と子ども自身が良い行動を繰り返していく

ようになります。そして何より、褒められる、認められることでお父さん・お母さんとの良い愛着

が形成されていきます。

さて、簡単に言いましたが、「褒める」ことは意外と難しいことですよね。優しい言葉をかけ、

ギュッと抱きしめてあげられると良いのかもしれませんが、すべてのお母さんがそうできるとは限

りません。

私は、上手くできなかった一人でした。とくに、上の娘が大きくなるにつれて、照れくさいよう

な、なんとも言えない気持ちになったのを覚えています。下の子が生まれ、「お姉ちゃん」になっ

た娘が５歳になる頃には抱っこすることはほとんどなくなり、娘に優しい言葉をかけてあげること

も少なくなっていきました。それをみかねたパパが、「１０秒抱っこタイム」というものを作りま

した。母親とのスキンシップが大切だから！と言われましたが、頭ではわかっていても、私も娘も、

心の準備ができないまま、毎日ギクシャクしながらの１０秒抱っこを続けても、一向に娘との距離

は縮まりませんでした。

そんな時にみつけた、ある本に書かれていた方法を試してみることにしました。それは、子ども

が寝ている間に、そっと頭をなで、「よくがんばったね」「大好きだよ」などと、声をかけるという

ものでした。寝ている時でさえ少し抵抗もありましたが、家族みんなが寝静まる中、毎日毎日繰り

返し続けてみました。すると、不思議と少しずつ私の中にあった“違和感”がやわらいでいきまし

た。そして、普段の生活の中でも「お母さん嬉しいな」「ありがとう、助かったよ」と何気ない、

それでいて娘のことを認めてあげられるような言葉をかけていけるようになりました。その時の娘

の嬉しそうな顔。いくつになっても、自分の大好きな人に褒めてもらえたら嬉しい、彼女にとって

大事なことなんだと身をもって実感しました。

２４時間、３６５日休みのない、同じ日のない「子育て」に、私たち親も日々、悩んで落ち込ん

で、うまくいかないこともあるのも当然です。そして、「子育て」もみんなに共通なことばかりで

なく、その親子に合った方法もあります。周りの方と比べて不安になったり、こうしなきゃと焦る

こともありますが、自分たちにあった方法を見つけて欲しいと思います。そして、それぞれの方法

でいっ～ぱい子どもに返して（褒めて）いけると良いですね。

大好きだよ～
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